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【室内会議︓9/30】
■対策エリアの選定方法及び結果の紹介
⇒今年度の対策検討エリアの決定

■対策エリアでの現況分析結果
⇒現状把握及び追加分析の意⾒交換

第
１
回

【現地視察＆室内会議︓11/30】
■現地視察（２エリア︓高根台エリア・JR船橋駅北口周辺エリア）
■高根台、JR船橋駅北口周辺、国道14号エリア等での検討
⇒問題箇所及び渋滞要因と対策の方向性

【現地視察】 【室内会議（ワークショップ）】

【室内会議︓4/26】
■対策コンセプト・メニューの⽴案
■対策の効果予測結果の確認
■対策を具体化する際の留意点

部会メンバー

委員

学識経験者（1名）※部会⻑

国⼟交通省
（道路管理者） 千葉国道事務所 計画課

千葉県
（道路管理者）

県⼟整備部 道路計画課

葛南⼟⽊事務所 道路建設課

千葉県
（交通管理者）

警察本部 交通規制課
（規制担当）

警察本部 交通規制課
（信号担当）

船橋警察署 交通課

船橋東警察署 交通課

船橋市
（道路管理者） 建設局道路部 道路建設課

部会の開催状況

第
２
回

第
3
回

検討エリア︓3エリア（高根台エリア・JR船橋駅
北口周辺エリア、国道14号）

3

１．メンバーと部会の実施結果
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１．メンバーと部会の実施結果
（１）対策エリアの選定方法

市道

データ整備状況を踏まえて、DRM区間単位として評価
する。ただし、1・2級道路を対象とする。
【評価指標】
①旅⾏速度（ETC2.0データ）
・平日12時間/平日朝ピーク時/平日夕ピーク時/
休日12時間平均旅⾏速度
[各3点︓10km/h未満、各2点︓15km/h未満、
各1点︓20km/h未満]

②交通量（ETC2.0データサンプル数）
・⾛⾏台数[3点︓30台/日以上]
③道路の幅員
・道路幅員[5点︓13ｍ以上、3点︓5.5ｍ以上、

1点︓3ｍ以上]
④区間延⻑ [3点︓100ｍ以上、1点︓50m以上]
⑤道路の機能
・道路種別[3点︓1級道路、2点︓2級道路]

ＳＴＥＰ①︓対策指標の設定・加点

ＳＴＥＰ②︓対策優先度検討

ＳＴＥＰ③︓対策区間決定
隣接区間を統合し、対策区間を決定し、既存計画や地

域要望等の有無を確認した上で、対策検討・⽴案を⾏う。

評価指標①〜⑤の各得点による総合評価での優先順
位を検討し、上位箇所を対策候補区間として選定。

国県道

データ整備状況を踏まえて、DRM区間単位として評価
する（直轄と県管理路線を別々に評価）。
【評価指標】
①旅⾏速度（ETC2.0データ）
・平日12時間/平日朝夕ピーク時/休日12時間
平均旅⾏速度
[各3点︓15km/h未満、各2点︓20km/h未満、
各1点︓30km/h未満]

②渋滞によるロス時間
・延⻑あたりの損失時間（速度差×交通量）
[3点︓20位以内、2点︓100位以内、
1点︓200位以内]

ＳＴＥＰ①︓対策指標の設定・加点

ＳＴＥＰ②︓対策優先度検討

ＳＴＥＰ③︓対策区間決定
隣接区間の統合を⾏い、対策区間を決定し、既存計

画有無確認した上で、対策要望を⾏う。

評価指標①〜②の各得点による総合評価での優先順
位を検討し、上位箇所を対策候補区間として選定。
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１．メンバーと部会の実施結果
（２）対策エリアの選定結果
【対策区間の選定結果】

©NTTインフラネット

国県道 市道

©NTTインフラネット

優先度最高
優先度高
優先度中
優先低

凡　例

※直轄路線の対象区間︓44区間での評価
優先度最高︓上位10位以内、優先度高︓上位20位以内、優先度中︓上位25位以内、優先度低︓その他順位

※県管理路線の対象区間︓304区間での評価
優先度最高︓上位20位以内、優先度高︓上位60位以内、優先度中︓上位120位以内、優先度低︓その他順位

※市道の対象区間︓1314区間での評価
優先度最高︓上位10位以内、優先度高︓上位50位以内、優先度中︓上位100位以内、優先度低︓その他順位

残りの優先度最⾼エリア
は今後検討予定

対策エリアの優先度最⾼エリアに
該当しない箇所は、今後ピンポイン

ト対策を検討予定

【検討エリア】
⾼根台エリア

【検討エリア】
国道14号

【検討エリア】
JR船橋駅北⼝周

辺エリア
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 渋滞対策の効果予測検討に向けて、H30東京都市圏パーソントリップ調査のOD表をベースとした交通シミュレーションツールを開発。
 本部会で⽴案した対策が整備された場合の交通流動の変化や渋滞緩和状況等の効果予測が実施。

【ツール名︓SOUND/AVENUE】
■株式会社アイ・トランスポート・
ラボ社製
■東京大学生産技術研究所で開
発された純国産交通流シミュレー
ションモデル

【主な特徴】
■SOUND︓新規道路建設、
TDMなど広範囲な施策を評価
■AVENUE︓交差点改良、信号
制御、バス専⽤路線など街区・路
線レベルの施策を評価

２．本検討で適⽤した交通シミュレーションの概要
（１）概要
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２．本検討で適⽤した交通シミュレーションの概要
（２）基本条件と現況再現結果
■交通シミュレーションの諸条件 ■船橋市全体での現況再現結果

項目 内容
構築範囲 船橋市および周辺の市町村（市川市、鎌ヶ谷市、

習志野市、八千代市、白井市）を含めた５.５ｍ
以上の道路ネットワーク

再現対象 平日
時間帯 午前4時〜翌午前4時（24時間）
⾞種 ⼩型、大型
信号データ 主要交差点については千葉県警データを借⽤、そ

の他について国⼟交通省数値地図（信号位置
データ、制御パラメータはデフォルト値）を活⽤。

交通規制データ デジタル道路地図の情報を活⽤。
OD交通量 東京都市圏交通計画協議会が⾏ったパーソント

リップ調査データを活⽤。大型⾞交通、および市
街を通過する⾞両については⾸都圏広域モデル※
の再現データを活⽤。
※⾸都圏3環状⾼速道路における交通マネジメント評価シミュレーションの
開 発 ， ⼟ ⽊ 学 会 論 ⽂ 集 D3 ， Vol.74 ， No.5 ， 2019 年 1
⽉,https://www.fujitsu.com/jp/group/ftrd/company/pre
ss-releases/2019/03.html

再現性検証・パラメー
タ調整参考データ

交通量（道路交通センサス、日本道路交通情報
センターが公開する断⾯通過交通量データ）、リ
ンク速度（ETC2.0データ、2019年10⽉集計
値）

適⽤交通シミュレーショ
ンモデル

SOUND、AVENUE（現況再現ケース構築には
SOUNDを適⽤）

相関係数：0.87
RSME:377

【交通量の再現結果】

※個別エリアの再現性を高めるために、ODを増加した処置による結果

【市内全体でのエリア内平均旅⾏速度の再現結果】

https://www.fujitsu.com/jp/group/ftrd/company/pre
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２．本検討で適⽤した交通シミュレーションの概要
（３）現状の課題と今回の適⽤状況
■現状の課題 ■今回の適⽤状況

■船橋市全域を対象とした広域シミュレーションモデル（現況再現ケース）を
適用しているため、シミュレーションの特性上、個別箇所・エリアに着目すると、
右左折率や特定路線での滞留状況などの交通状況の現状（実状）と異
なる箇所も発生している。

■広域シミュレーションの場合は、ゾーン単位で需要（OD交通量）を設定す
るため、ゾーン内で発着場所が広くなると、特定交差点・路線の右左折率
などの再現は困難となる。

■個別の交差点・路線において高い精度が必要な場合は、その都度データ追
加やパラメータ調整を⾏って対応する必要がある。

■現況再現において、船橋駅北口や高根⽊⼾駅前の押しボタン付近では、
ETC2.0プローブデータによる分析や現地確認など経験的に把握されてい
る渋滞が十分に再現できていない。

■そのため、実際の現況（ETC2.0プローブデータの速度など）に近づける
ために、評価対象となる特定区間の交通量（ＯＤ交通量）を部分的に
増加するなどの対処を実施した。

高根木戸駅

ボトルネック部へ到着する
交通需要が不⾜、評価
区間の交通量を増⼤

船橋駅

イトーヨーカドー前道路
を通過して３・３・７
号南本町馬込町線沿
いに南下する交通量が
不⾜、評価区間の交
通量増⼤【全体のネットワークとゾーン構成】

【対処方法】
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３．⾼根台エリアの検討結果
（１）現状把握と渋滞発生要因︓位置図

⾼根⽊⼾駅

箇所①︓⾼根⽊⼾駅前
当該区間を起点に速度

低下が発生。

都市計画道路
3・4・25号線

①

写真①

箇所②︓⾼根公団駅⼊⼝
交差点を起点に従道路側
にて速度低下が発生。

※）スマートフォンGPSデータによる推計値（商圏分析サービス「KDDI Location Analyzer」による集計結果©KDDI ©GIKENSHOJI INTERNATIONAL CO.,LTD）

【断⾯交通量※）】
■⾃動⾞︓11,595⼈/日
■歩⾏者︓1,868⼈/日

【断⾯交通量※）】
■⾃動⾞︓16,200⼈/日
■歩⾏者︓1,478⼈/日

⾼根公団駅
⼊⼝交差点

写真②

②

【断⾯交通量※）】
■⾃動⾞︓4,713⼈/日
■歩⾏者︓387⼈/日
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３．⾼根台エリアの検討結果
（１）現状把握と渋滞発生要因︓速度分布
 高根台エリアでの速度分布を調べた結果、市街地向けでは高根⽊⼾駅付近の踏切付近を起点に常時速度低下が起きている。
 また、高根公団駅⼊口交差点では、交差点流⼊部付近で常時速度低下が起きている。

出典︓ETC2.0プローブデータ（様式1-2）より算出。 2019年9〜11⽉の日平均値。

⾼根台エリアの平日時間帯別の交差点流⼊方向の旅⾏速度分布図（20mピッチ）

10km/h未満
15km/h未満
20km/h未満
25km/h未満
30km/h未満
30km/h以上
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# # # # # # # # # # # # # # # # # # # # # # 7 5 6 6 # # # # # # # # # # # # # # # # # # # # # # # # # # # # # # # # # # # # # # # # # # # # # # #
# # # # # # # # # # # # # # # # 8 # # # # # # 8 7 5 9 # 8 # # # # # # # # # # # # # 8 # # # # # # # # # # # # # # # # # # # # # # # # # # # # # #
# # # # # # # # # # # # # # # # # # # # # # 8 9 7 4 # # # # # # # # # # # # # # # # # # # # # # # # # # # # # # # # # # # # # # # # # # # # # # #
# # # # # # # # # # # # # # # # # # # # # # 8 8 6 8 # 9 # # # # # # # # # # # # # # # # # # # # # # # # # # # # # # # # # # # # # # # # # # # # #
# # # # # # # # # # # # # # # # 9 # # # # # # # 5 6 # 8 # # # # # # # # # # # # # # # # # # # # # # # # # # # # # # 9 # # # # # # # # # # # # # #
# # # # # # # # # # # # # # # # 6 9 # # 8 6 5 9 6 7 # 9 # # # # # # # # # # # # # # # # # # # # # # # # # # # # # # # # # # # # # # # # # # # # #
# # # # # # # # # # # # # # # # 6 # 8 9 7 8 6 7 6 5 # 9 # # # # # # # # # # # # # # # # # # # # # # # # # # # # # # # # # # # # # # # # # # # # #10
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押しボタン
式信号

横断する⾃転⾞歩⾏者が
非常に多く、信号サイクルも
早いため、⾃動⾞の通⾏が
限られ、渋滞発生している。

当該箇所の横
断者は少ない。

押しボタン式信号

踏切

踏切通⾏の際の
一時停止により、
渋滞発生している。

通過交通に加え、地元の生活交通（沿道発着）など
様々な目的で利⽤されるため、交通量が非常に多い。
また、並⾏する国道296号等の渋滞を避けるために利

⽤されていることが伺える。

⾼根⽊⼾駅

イオン
駐輪場バスベイ

バスベイ

平⾯交差する踏
切が存在

押しボタン式
信号が存在

①

写真①

駅前であり商業施設
も⽴地しているため、
⾃転⾞歩⾏者も多い。

写真②

②

３．⾼根台エリアの検討結果
（１）現状把握と渋滞発生要因︓渋滞発生要因
■箇所①︓⾼根⽊⼾駅前
 新京成線と交差する踏切、押しボタン式信号、バス停の存在などの複数要因が絡合い、ボトルネックとなっている可能性がある。
 また、高根⽊⼾駅前であり、商業施設等も⽴地していることから、⾃転⾞歩⾏者の横断も多い箇所となっている。

11
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⾼根公団駅⼊
⼝交差点

横断する⾃転⾞歩⾏
者が存在するため、横
断待ちで、渋滞発生し

ている。

道路が狭い上、カーブとなって
いるものの、抜け道利⽤により、
交通量が多いため、渋滞が発

生している。
また、並⾏する船橋我孫⼦線
の渋滞を避けるために利⽤され

ていることが伺える。

交差点流⼊部
がカーブ区間
となっている

写真①

①

左折⾞が多く、左折時の
減速等により、後続⾞の
直進阻害にもつながる写真②

②

３．⾼根台エリアの検討結果
（１）現状把握と渋滞発生要因︓渋滞発生要因
■箇所②︓⾼根公団駅⼊⼝交差点
 北側から交差点流⼊部に向けてはカーブとなっており、前方視認性が悪く、歩道が未設置・⾞道も狭いことから、速度低下が発生し

ていることが想定される。

12
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No 種別 対策メニュー 内容
1

ハード

ソフト

⽴体化 ■内容︓鉄道側あるいは道路側の⽴体交差化
■メリット︓踏切を撤去し、かつ横断歩道と⾞道通⾏を分離できると渋滞が緩和する。
■デメリット︓整備費用や時間も膨⼤となり、実現性を勘案すると対策は困難。

2 都市計画道路の
整備

■内容︓国道296号バイパスの整備（事業化が必要）
■メリット︓同バイパスに⼀定の通過交通が転換し、当該路線の渋滞緩和も期待される。
■デメリット︓整備費用や時間が膨⼤となる。

３ ⽴体横断施設
（⾃転⾞歩⾏者
用）

■内容︓押しボタン式信号を撤去し、⽴体横断施設（歩道橋・地下道）の整備
■メリット︓横断者と⾃動⾞通⾏が分離するため、渋滞が緩和する。
■デメリット︓ある程度の規模の⼤きな対策になるため、実現性に懸念が残る。

４ 横断歩道改良 ■内容︓既存ゼブラを活用し、歩道を拡幅することで、横断歩道の横断距離を短縮させる。
■メリット︓歩⾏者の横断時間を短縮することで、⾃動⾞通⾏の⻘時間を増やす。
■デメリット︓横断者の利便性が損なわれ可能性がある。 No5の対策とセットでの検討が必要。

押しボタン信号の
現⽰改良

■内容︓押しボタン式信号のサイクルを⾒直し、⾃動⾞通⾏の⻘時間を増やす
■メリット︓⾃動⾞の通⾏量は拡⼤するため、渋滞が緩和する。
■デメリット︓横断者の利便性が損なわれ、かつ乱横断等による交通安全上の問題

が発生する。※No4の対策及び乱横断防止対策とセットでの検討が必要。

5

対応方針 ⾃動⾞交通量の通⾏容量の拡大

■鉄道（新京成線）との平⾯交差の踏切が存在する2⾞線の市内幹線道路であり、踏切に近接して、歩⾏者横断⽤の
押しボタン式信号が設置されている。

■駅前でかつ、商業施設が沿道に⽴地され、周辺は住宅街となっているため、⾃転⾞歩⾏者交通量が多い。
■通過交通に加え、地元の生活交通（沿道発着）など様々な目的で利用されるため、⾃動⾞交通量が非常に多い。

並⾏する国道296号等の渋滞を避けるために利用されていることも伺える。
■横断する⾃転⾞歩⾏者が⾮常に多く、信号サイクルも早いため、⾃動⾞の通⾏が限られ、渋滞発生している。

また、踏切通⾏の際の一時停止の渋滞の要因の⼀つとなっている。

当
該
箇
所
の
課
題

要望継続

実現性
困難

実現性
困難

具体化

具体化

３．⾼根台エリアの検討結果
（２）当該エリアの課題と対策のコンセプト︓箇所①⾼根⽊⼾駅前
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No 対策メニュー 内容
1 都市計画道路の

整備
■内容︓国道296号のバイパスの整備（事業化が必要）
■メリット︓同バイパス等の整備により、⼀定の通過交通が転換し、当該路線の抜け道利用の減少、渋滞緩和も期待される。
■デメリット︓整備費用や時間も膨⼤となる。

2 既存道路の改良 ■内容︓夏⾒⼩室線等の周辺路線のボトルネック箇所の改良
■メリット︓同路線の渋滞が緩和されると、当該路線の抜け道利用の減少、渋滞緩和も期待される。
■デメリット︓ピンポイント対策が中⼼となるため、効果が限定的になることが懸念される。

No 対策名 内容
3 交差点改良 ■内容︓隣接する交差点を集約・直交化し、さらに右折・左折専用レーンを設置する。

■メリット︓⾃動⾞の⾛⾏性が向上するため、渋滞が緩和する。
■デメリット︓整備費用や時間も膨⼤となり、実現性を勘案すると対策は困難。

4 横断歩道の撤去あ
るいは移設

■内容︓交差点北側流⼊部から右折する⾞両が多く、横断待ちが原因による後続⾞両の阻害となるため、
⻄側にある横断歩道を周辺に移設する。あるいは周辺に横断歩道があるため、撤去する。

■メリット︓⾃動⾞の⾛⾏性が向上するため、渋滞が緩和する。
■デメリット︓横断者の利便性が損なわれる。

5 信号現⽰改良 ■内容︓従道路側の⻘時間を増加させる。
■メリット︓従道路の⾃動⾞の通⾏台数は増えるため、渋滞が緩和する。
■デメリット︓主道路側の渋滞悪化が懸念される。

【短期対策︓当該交差点のピンポイント対策】 ※通⾏しやすくなることで、さらに交通量が増える可能性があり、既存道路
（生活道路）の安全⾯の課題がさらに深刻化する懸念がある。

対応
方針

広域的な交通流動の変化に向けたネットワークの整備促進
※市道の抜け道利⽤解消（本来通⾏すべき路線の拡充）

■従道路は道路が狭い上、交差点に向けてカーブとなっている。
■また、主道路側の交差点が近接し、2つの交差点の信号が連動しており、複雑な運⽤となっている。
■周辺は住宅街であり、かつ鉄道駅もあるため、エリア内からの発着交通も多く、さらに並⾏する県道「船橋我孫⼦線」
や「夏⾒⼩室線」の渋滞を避ける抜け道⾞両も多く、従道路側で渋滞が発生している。

■また、横断する⾃転⾞歩⾏者が存在するため、横断待ちで、渋滞発生している。

当
該
箇
所

の
課
題

要望継続

実現性
困難

今後
検討継続

実現性
困難

※周辺は沿道店舗の駐⾞場
の乗り⼊れ箇所となるため

今後検討継続
※信号現示に関する情報を
⼊手し、周辺交差点も含め、
一体的に検討を実施予定

３．⾼根台エリアの検討結果
（２）当該エリアの課題と対策のコンセプト︓箇所②⾼根公団駅⼊⼝交差点
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３．⾼根台エリアの検討結果
（３）対策内容

⾼根⽊⼾駅

⾃動⾞交通量の通⾏容量の拡大
⇒歩道張り出し（横断歩道の距離の短縮）
⇒信号現示改良（主道路の⻘時間の拡大）

都市計画道路
3・4・25号線

広域的な交通流動の変
化に向けたネットワークの

整備促進

⾼根公団駅
⼊⼝交差点

No 分類 対策メニュー 内容
1 ⻑期 都市計画道

路の整備
国道296号のバイパス整備（事業化が必要）
※千葉県への要望の継続

2 中期 既存道路の
改良

夏⾒⼩室線等の周辺路線のボトルネック箇所の改良
※千葉県への対策の新規要望に向けた検討

３ 短期 歩道張り出し 歩道の張り出し（一部拡幅）による横断歩道の距離
の短縮

４ 信号現示改
良

押しボタン式信号における主道路の⻘時間の拡大
（⾃動⾞の通⾏容量の拡大）

【対策メニュー】
【今後の流れ】
■交通実態調査の実施及び
シミュレーションの精度向上
■対策の具体化に向けた検討
⇒シミュレーション結果を踏まえた対策
内容の⾒直し

⇒現地状況を踏まえた対策設計・
関係機関との調整

■地域との合意形成（住⺠説明会など）
⇒合意形成の図られた対策を実施
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３．⾼根台エリアの検討結果
（３）対策内容の具体事例︓箇所①⾼根⽊⼾駅前

1 2 3 4 5 6 周期

23 3 2 15 5 2 50

P0

P1 23 3 2 15 5 2 50

P2 38 3 2 15 5 2 65
多 段

階 梯

保 安 秒 数

定 周 期

３．パターン切替

日種１（平日） 日種２（土曜） 日種３（休日）

切替 時刻 切替 時刻 切替 時刻

番号 時 分 番号 時 分 番号 時 分

1 06 00 2 1 06 00 2 1 06 00 2

2 21 00 1 2 21 00 1 2 21 00 1

3 3 3

ﾊﾟ
ﾀｰ
ﾝ

ﾊﾟ
ﾀｰ
ﾝ

ﾊﾟ
ﾀｰ
ﾝ

【信号現示】
■
現
状

⾞道︓3.0ｍ×2⾞線=6.0m
駐⾞帯︓2.0m
歩道︓3.25m

歩道︓3.0m

①歩道張り出し
（横断歩道の距離

の短縮）

【対策具体化時の留意事項】
■バス停・バスベイがあるため、バス会社との調整が必要。
■横断者の利便性とのバランスが重要（横断者の利便性が損な
われると乱横断につながり、交通安全上の懸念となる）。
■押しボタン式信号のサイクル頻度も、検討できると望ましい。
■いくつかの信号現示のパターン案を比較検討し、具体化できる
と望ましい。 ②信号現示改良

（主道路の⻘時間
の拡大）

対策イメージ

①歩道張り出し
（横断歩道の距離の短縮）

1 2 3 4 5 6 周期

23 3 2 15 5 2 50

P0

P1 23 3 2 15 5 2 50

P2 38 3 2 15 5 2 65
多 段

階 梯

保 安 秒 数

定 周 期

26

26

13

13

4

4

②信号現示改良
（主道路の⻘時間

の拡大）

■対策内容

■
対
策
案
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４．JR船橋駅北⼝周辺エリアの検討結果
（１）現状把握と渋滞発生要因︓位置図

駅前地下駐
⾞場⼊⼝

船橋駅

東武百貨店

イトーヨーカドー

天沼弁天池公園

④

①

①

11時台の交通状況

日中は駅前駐⾞場からの⼊庫
待ちで船橋駅北⼝⼗字路交差
点付近まで渋滞している。

②

②

11時台の交通状況

駅前駐⾞場で
⼊庫待ち。

③

7時台の交通状況

7時台の交通状況

③

朝ピーク時はイトーヨー
カドー前交差点を右折す

る⾞が多い。

イトーヨーカドー前交差点の右
折⾞両の滞留で渋滞が発生。

7時台の交通状況

イトーヨーカドー前交差点の右
折⾞両の滞留で渋滞が発生。

④

⑤ ⑤

⑥

⑦

⑥

7時台の交通状況

7時台の交通状況

⑦

駅方⾯の先詰まり等
もあり、⼗字路交差
点でも渋滞発生。

駅方⾯の先詰まり等
もあり、⼗字路交差
点でも渋滞発生。

駅方⾯に向けて
渋滞が発生

船橋駅北⼝
⼗字路交差点

将来の都市計画道
路整備後の流動変

化が懸念
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４．JR船橋駅北⼝周辺エリアの検討結果
（１）現状把握と渋滞発生要因︓周辺エリアの旅⾏速度
 船橋駅北口十字路では全方向で速度低下が発生しているが、特に北側からの流⼊部が顕著である。
 この速度低下は船橋駅前に向けて先詰まりが発生しているためであり、駅に向かう交通が影響していることが想定される。

平日（12時間平均）
船橋駅北⼝周辺エリアの上下線別旅⾏速度

休日（12時間平均）

11 10km /h未満 21 15km/h未満 31 20km /h未満 41 25km/h未満 51 30km /h未満 61 30km/h以上
凡　例

出典︓ETC2.0プローブデータ（様式1-2・2-3）より算出。2019年9〜11⽉の日平均値。
背景地図の出典︓国⼟地理院地図を加⼯して作成

船橋駅 船橋駅
船橋駅前に向けて先詰まり
が発生しているためであり、
駅に向かう交通が影響して
いることが想定される。

船橋駅前に向けて先詰まり
が発生しているためであり、
駅に向かう交通が影響して
いることが想定される。

200ｍ 200ｍ

新船橋駅
⼊⼝

森のｼﾃｨ

船橋駅北⼝
⼗字路

船橋駅南⼝

船橋駅北⼝
⼗字路

新船橋駅
⼊⼝

森のｼﾃｨ

船橋駅南⼝
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船橋駅北⼝
⼗字路交差点

天沼弁天池公園

平日朝ピークは駅に向かう⾃動⾞交通、
⼣ピークは反対方向の交通量が多く、各
交差点を横断する⾃転⾞歩⾏者が多い。
また、日中は駅前地下駐⾞場の⼊庫待ち
⾞両で滞留し、渋滞となっている。

至
船
橋
駅

至
夏
見

反対⾞線の交差点流⼊部
の付加⾞線により、駅方⾯
が1⾞線運⽤となっている。
⇒駅前地下駐⾞場等から
の滞留⾞両が存在すると、

⾛⾏阻害となる。

イトーヨーカドー

休日は駅反対側か
ら駅前に向かう右
折⾞が多い。

19

４．JR船橋駅北⼝周辺エリアの検討結果
（１）現状把握と渋滞発生要因︓渋滞発生要因1/2
 平日は朝ピークは駅に向かう交通に加え、駅の反対側に向かう交通も多く、夕方は反対向きの⾞が多く、渋滞発生の原因となっている。
 日中は日中は駅前地下駐⾞場の⼊庫待ち⾞両で滞留し、渋滞となっている。

平日朝ピークは駅の反対側に向か
うために、交差点を右折する交通が

多い。
また、右折先の交差点で滞留⾞両
が多く、先詰まりが発生している。
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船橋駅北⼝
⼗字路交差点

至
船
橋
駅

至
夏
見

交差点の横断歩⾏
者・⾃転⾞が多い。

朝ピークを中心に駅方
⾯に向かう交通が多く、
先詰まりにより渋滞が発

生している。

⼣ピークを中心に北側に向かう交
通が多く、交差点各方向に満遍
なく利⽤されているが、横断待ちに
より、渋滞が発生している。

４．JR船橋駅北⼝周辺エリアの検討結果
（１）現状把握と渋滞発生要因︓渋滞発生要因2/2
 駅方⾯に向かう⾃転⾞歩⾏者の横断交通量が多い。
 夕ピークを中⼼に北側に向かう交通が多く、交差点各方向に満遍なく利用されているが、横断待ちにより、渋滞が発生している。
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４．JR船橋駅北⼝周辺エリアの検討結果
（２）当該エリアの課題と対策のコンセプト

【船橋駅北⼝⼗字路交差点〜船橋駅前】
■平日朝ピークは駅に向かう⾃動⾞交通、⼣ピークは反対方向の交通量が多い。また、⾃転⾞歩⾏者も多いため、
歩⾞分離信号が導⼊されており、⾃転⾞歩⾏者の⻘時間も⻑い。

■駅の反対側に向かうために、イトーヨーカドー前交差点を右折する交通も多い。また、右折先の交差点で滞留⾞両が
多く、先詰まりが発生し、当該区間の渋滞発生に影響を与えている。

■船橋駅北口十字路交差点付近では、反対⾞線の交差点流⼊部の付加⾞線により、駅方⾯の⾞線が1⾞線運⽤と
なっているため、右折待ちの滞留⾞両が存在すると、直進⾞両の⾛⾏阻害となる。

■駅前に⼤型商業施設が⽴地しているため、開業後の日中は駅前地下駐⾞場の⼊庫待ち⾞両で渋滞が発生している。
■また、休日は駅反対側から、⼤型商業施設へ訪問するために駅前に向かう右折⾞も多い。

【船橋駅北⼝⼗字路交差点】
■平日朝ピークを中⼼に駅方⾯に向かう交通が多く、先詰まりにより渋滞が発生している。
■⼀方で、夕ピークは北側に向かう交通が多く、交差点各方向に満遍なく利用されているが、横断待ちにより、渋滞が発生
している。

当
該
箇
所
の
課
題

対
応
方
針

①都市計画道路「3・3・7号南本町⾺込町線」開通までの短期対策
②都市計画道路「3・3・7号線」開通による交通流動の変化を⾒越した将来的な対策
（都市計画道路開通後も残存する渋滞への対策︓機能分担を考慮した対策）
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４．JR船橋駅北⼝周辺エリアの検討結果
（３）対策内容

船橋駅

東武百貨店

イトーヨーカドー

天沼弁天池公園

船橋駅北⼝
⼗字路交差点

都市計画道路
「3・3・7号
南本町⾺込町線」

都市計画道路の整備
（R6.3供⽤予定）

No 分類 対策メニュー 内容
1 短期 ⾞線拡幅 イトーヨーカドー前道路⻄向き道路の路肩（ゼブ

ラ帯）を活⽤した⾞線拡幅
2 横断歩道撤去 ⽴体横断施設の直下にある横断歩道の撤去検討
３ 信号制御の連動 イトーヨーカドー前道路の信号機の連動検討
4 中期 都市計画道路の

整備
都市計画道路「3・3・7号南本町⾺込町線」
※R6.3供⽤予定

5 交差点改良 都市計画道路開通後に発生する問題の対象
⇒船橋駅北⼝⼗字路交差点の改良

【対策メニュー】

・⻄向き⾞線の⾞線拡幅
・信号制御の連動検討
・横断歩道撤去

・道路情報板設置
・交差点改良
（都市計画道路整備後）

【今後の流れ】
■交通実態調査の実施及びシミュレーションの精度向上
■対策の具体化に向けた検討
⇒シミュレーション結果を踏まえた対策内容の⾒直し
⇒現地状況を踏まえた対策設計・関係機関との調整
■地域との合意形成（住⺠説明会など）
⇒合意形成の図られた対策を実施
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４．JR船橋駅北⼝周辺エリアの検討結果
（３）対策内容の具体事例︓短期対策イメージ

イトーヨーカドー

①-2横断歩道撤去
⇒⽴体横断施設、周辺横断
歩道までの距離が短いため

②信号制御の連動検討
【今後具体検討】

【イトーヨーカドー前の道路の対策】

写真①

①

約65m

信号なしの横断歩道

⽴体横断施設

約55m

①-1⻄向きの⾞線拡幅
⇒路肩（ゼブラ帯）の活⽤

写真②写真③

②③

路肩（ゼブラ帯）
路肩（ゼブラ帯）路肩（ゼブラ帯）

【対策具体化時の留意事項】
■沿道店舗の搬⼊⾞両が多いが、停⾞スペースがなくなるため、
沿道店舗等との調整が必要。
■都市計画道路との交差点は、現状はみなし右折レーンであるが、
⾞線拡幅にあわせ右折⾞線が必要かどうか具体検討が必要。
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５．国道14号の検討結果
（１）位置図

箇所①︓⻄船橋駅前交差点

箇所②︓中⼭競⾺場
⼊⼝交差点

箇所③︓船橋橋周辺
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５．国道14号の検討結果
（２）現状把握︓速度分布

出典︓ETC2.0プローブデータ（様式2-3）より算出。
2019年9〜11⽉の日平均値

7時台 16 28.605 # 20 5 8 9 # 16 21.1738 16.4 16 35.432 21 # 10.5 7 4.2796 25 29
8時台 14 29.119 # 19 5 8 # # 17 22.16502 13.9 19 31.434 21 # 11.4 8 5.7751 20 26
9時台 14 33.26 # 21 6 9 # # 19 22.92262 13 18 29.22 21 # 9.97 11 9.366 20 23

10時台 11 24.941 # 21 5 7 # # 20 25.2255 12.8 17 27.932 20 # 10.3 12 11.065 20 20
11時台 12 24.183 # 21 5 7 # # 19 24.40291 12.7 17 28.888 20 # 10.2 10 8.8751 20 22
12時台 15 32.071 # 22 5 7 # # 19 25.29307 13.6 17 32.256 20 # 10 10 9.0935 19 22
13時台 16 35.173 # 21 5 7 # # 20 25.82436 14.4 17 32.735 20 # 8.33 8 7 6.8281 19 22
14時台 15 33.575 # 21 5 6 9 # 19 25.45089 13.3 17 30.211 20 # 8.27 8 7 4.8906 14 21
15時台 15 33.36 # 20 5 6 8 # 18 24.47536 13.6 17 30.99 20 # 8.56 8 6 3.7084 8.4 17
16時台 14 30.561 # 21 5 6 8 # 16 22.27997 13.1 15 28.033 19 # 9.53 9 7 4.028 8.6 16
17時台 13 27.227 # 18 5 7 9 # 16 21.21787 10.9 12 20.576 18 # 10.2 8 5.1043 9.1 16
18時台 12 28.717 # 19 5 7 9 # 14 20.97697 10.7 10 18.273 18 # 11.3 11 7.9992 14 17

7時台 22 29.177 # 7 # # # 17 11.76413 16.1 15 19.063 14 # 13.3 24 22.26 25 39
8時台 20 29.449 # 10 # # # 16 11.02437 13.9 16 21.81 13 # 13.6 22 21.664 27 37
9時台 20 33.566 # 10 # # # 17 12.80329 13.9 15 26.25 14 # 14.1 20 22.81 28 36

10時台 22 34.075 # 8.9 # # # 17 12.59787 13.4 15 16.361 10 # 9 11.6 19 20.102 31 37
11時台 20 34.437 # 8 # # # 17 14.05704 13.8 16 21.843 11 # 13.6 19 21.079 30 36
12時台 22 33.131 # 7.4 # # # 18 13.90657 14.3 16 23.755 13 # 15.6 18 21.192 31 38
13時台 23 33.821 # 9.4 # # # 18 15.82725 16.9 17 26.798 15 # 15.6 17 20.664 30 38
14時台 22 30.49 # 7.5 # # # 19 16.30626 16.7 16 25.147 14 # 15 16 20.957 30 36
15時台 22 30.841 # 6.9 # # # 17 15.43995 16.1 16 22.488 15 # 15.2 16 19.544 30 35
16時台 20 26.218 # 6.3 # # # 15 12.3283 15.8 17 26.294 14 # 15.3 13 19.832 26 34
17時台 20 25.339 # 6.2 # # # 15 9.543556 13.7 16 25.103 12 # 11.8 14 17.999 24 31
18時台 18 22.388 # 5.6 # # # 15 9.593446 14.5 16 23.11 11 # 11.5 14 20.065 24 32

進⾏方向

進⾏方向

中山競馬
場⼊口

湊町二
丁目

船橋橋

©NTTインフラネット

 中山競馬場⼊口交差点を起点に平休日ともに常時速度低下が顕著となっている。
 湊町二丁目〜船橋橋交差点においても、当該区間内を起点に平日は東京方⾯、休日は昼以降は両方向で速度低下が顕著である。

平日
29 40.421 # 10 # # # 19 20.25183 21.8 18 32.263 21 # 21.2 25 25.746 29 43
25 38.567 # 11 # # # 18 17.32709 19.8 17 31.956 19 # 19.8 22 23.845 30 41
22 35.33 # 9.5 # # # 18 15.3092 16.6 18 27.414 15 # 13.6 21 22.746 30 41
23 34.031 # 8.3 # # # 16 11.64827 14 14 11.084 5.9 6 6 7.16 8 19 12.917 31 40
22 33.761 # 7.2 # # # 15 12.33025 14 14 14.703 8.8 # 9.7 13 11.952 30 37
21 30.708 # 7 # # # 15 10.87008 13 13 20.303 10 # 11.1 15 13.338 30 37
22 32.776 # 6.5 # # # 13 9.287125 12.9 13 22.211 12 # 11.1 12 11.131 30 38
23 30.218 # 6.6 # # # 15 11.01313 14.6 13 17.402 9.2 # 9 9.36 11 10.882 30 38
23 31.893 # 7.5 # # # 14 10.4231 13.5 14 19.283 11 # 9 9.8 12 11.64 29 36
20 27.33 # 7 # # # 13 10.16916 11.4 13 21.838 12 # 13.3 14 14.17 27 36
18 21.022 # 6.3 # # # 14 10.10691 13.5 15 26.305 13 # 12.5 15 17.778 26 34
19 24.127 # 6.6 # # # 14 11.02489 14.5 16 26.238 15 # 15.6 14 18.063 27 35

22 40.428 # 23 8 # # 23 27.91765 18.8 20 35.407 25 # 19.1 25 29.933 31 36
17 36.946 # 23 6 # # 20 24.98865 16.9 20 32.534 23 # 17 23 26.839 29 34
16 35.434 # 20 6 8 # # 20 24.9706 16 19 30.256 23 # 16.8 23 28.731 23 23
14 29.671 # 23 5 7 # # 21 25.82223 15.9 17 28.019 23 # 16.6 20 28.512 11 12
13 26.311 # 21 5 7 # # 21 24.85466 15.5 17 27.971 21 # 15.2 18 22.562 14 16
12 24.489 # 21 5 6 7 # 18 25.96819 13.4 16 29.603 21 # 13.6 14 16.295 14 16
15 34.318 # 22 5 6 7 9 16 23.0181 14.6 16 29.655 21 # 14.5 16 17.623 12 15
13 31.539 # 21 5 5 7 9 17 24.08606 14.7 17 29.583 20 # 13.6 14 17.293 10 13
12 30.981 # 23 5 6 8 # 17 24.35034 13.3 15 26.523 21 # 13.1 11 11.982 11 14
12 27.094 # 20 5 5 7 9 15 22.00933 11.9 15 25.875 21 # 11.9 9 6.0538 12 17
9.9 21.943 # 20 5 5 6 9 13 17.8824 11.3 14 23.808 20 # 11.6 8 4.1505 6.7 12
13 30.29 # 20 5 6 9 # 17 22.29541 12.3 16 26.175 20 # 11.5 9 4.072 5.4 8.2

©NTTインフラネット

休日
国道14号の時間帯別の旅⾏速度分布図

進⾏方向

中山競馬
場⼊口

湊町二
丁目

船橋橋

進⾏方向

11 10km /h未満 21 15km/h未満 31 20km /h未満 41 25km/h未満 51 30km /h未満 61 30km/h以上
凡　例

中⼭競⾺場⼊⼝
交差点を起点とし
た速度低下が顕著

中⼭競⾺場⼊⼝
交差点を起点とし
た速度低下が顕著

湊町⼆丁目〜船橋橋
交差点周辺を起点と
した速度低下が顕著

中⼭競⾺場⼊⼝
交差点を起点とし
た速度低下が顕著

湊町⼆丁目〜船
橋橋交差点周辺
を起点とした速度
低下が顕著

湊町⼆丁目〜船橋橋
交差点周辺を起点とし
た速度低下が顕著

中⼭競⾺場⼊⼝
交差点を起点とし
た速度低下が顕著1kｍ 1kｍ
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５．国道14号の検討結果
（３）対策内容

箇所①︓⻄船橋駅前交差点

箇所②︓中⼭競⾺場
⼊⼝交差点

箇所③︓船橋橋周辺

No 箇所名 対策メニュー
1 ⻄船橋駅前

交差点
■交差点における歩⾞分離信号の設置
■周辺の信号なし横断歩道の撤去
■乱横断防止柵の設置

2 中⼭競⾺場
⼊⼝交差点

■従道路側（北側）の右折レーン設置
※千葉県葛南⼟⽊事務所で計画中

３ 船橋橋周辺 ■国道14号以外も含めた⾯的な渋滞発生
要因及び対策の検討【今後検討予定】

【対策メニュー】

【今後の流れ】
■交通実態調査の実施及びシミュレーションの精度向上
■対策の具体化に向けた検討
⇒シミュレーション結果を踏まえた対策内容の⾒直し
⇒現地状況を踏まえた対策設計・関係機関との調整
■地域との合意形成（住⺠説明会など）
⇒合意形成の図られた対策を実施
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５．国道14号の検討結果
（３）対策内容の具体事例︓⻄船橋駅前交差点

①歩⾞分離信号
の設置

■信号現示（歩⾞分離信号）

1Φ 2Φ

現⽰

表⽰時
間(S)

⻘85・⻩3・
赤2

⻘35・⻩3・
赤2

現況︓サイクル⻑130s

【対策具体化時の留意事項】
■交通実態調査等を実施の上、渋滞緩和と事故削減のトレードオフの関係に配慮
し、総合的に勘案して、最も効果的な一体対策を⽴案する必要がある。
■全ての対策を同時に実施しなければ効果は出ないため、関係機関との調整や地域
との合意形成が重要。

1Φ 2Φ 3Φ

現⽰

表⽰時
間(S)

⻘72・⻩3・
赤2

⻘25・⻩3・
赤2 赤25

対策後︓サイクル⻑130s

②信号なし横
断歩道（⾼架
下）の撤去②信号なし横

断歩道・停止
線の撤去

②信号なし横
断歩道・停止
線の撤去

③乱横断防止柵
（門型ラバーポール）

③乱横断防止柵
（門型ラバーポール）

乱横断防止柵の事例
（門型ラバーポール）

【今後の流れ】
■交通実態調査の実施及び
シミュレーションの実施
■対策の具体化に向けた検討
⇒シミュレーション結果を踏まえた
対策内容の⾒直し
⇒現地状況を踏まえた対策設計・
関係機関との調整

■地域との合意形成（住⺠説明会など）
⇒合意形成の図られた対策を実施
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①歩⾞分離信号
の設置

（事故対策）


